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光学顕微鏡、測定用高精度レーザー、湿式研磨装置、操作PC搭載により速度や荷重などの研磨条件を
自由に設定でき、研磨、エッチング、洗浄、観察までを繰り返す一連の組織観察過程の全自動化が可能
になりました。観察画像を自動的にPC取り込み、3次元化等データーの応用が容易です。
清掃も簡単で劇的な時間短縮につながります。

（ジーナス　スリーディ）
全自動シリアルセクショニング3D顕微鏡

材料内部の3Ｄ観察、3Ｄ数値化が可能に！

＜主な用途＞
•単相、複相組織解析
・材料の破壊機構解明（ボイド、亀裂）
・欠陥評価（介在物、空洞など）
・材料内部界面の解析（相界面、粒界）
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日本金属学会
（秋季大会）
にて展示予定
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会期：９月17日～19日
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　この夏、世界のアスリート達が競ったロンドンオリンピック
で、日本は高校野球で、周囲の予想を超える結果を残した選手た
ちが作り出した色々なドラマに我々は感動しました。これらのド
ラマは決して奇跡ではなく、刻々と変化する状況に、選手たちの
日々弛まぬ練習・努力で作り出された体力・精神が限界に挑戦し
た証から生まれたものだと思います。
　これらアスリート達のごとく、日本の技術者は、これまで刻々
と変化する環境に立ち止まることなく、柔軟に対応、限界に挑戦
し、この国の産業を支えてきました。
　本誌今月号、日本のものづくり力は、日本の産業の礎を垣間見

る“電解研磨”、Techno Scopeは、地震という我が国が直面する
自然現象に対する最近の“免震・制振技術”を提供しています。
是非、日本の技術者の挑戦に感動下さい。
　さらに、連載中の入門講座“鋼の防錆・防食技術” が、今秋開
催の腐食・防食、劣化をテーマとした西山記念技術講座・白石
記念講座を受講される会員各位の頭の整理の一助になればと思
います。
　９月とはいえ、まだまだ、残暑厳しい日々が続きます。この夏
の感動を心に留め、これからも技術の研鑽に努めたいものです。
 （Y．M）
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